
令和５年度第９回鳳来南部地域協議会 会議録

日 時
令和５年１１月３０日（木）

午後７時３０分～午後８時３０分

場 所 山吉田ふれあいセンター ２階会議室

出 席 者 委 員２１名、事務局４名

傍聴人数 ０名

次 第

１ あいさつ

会長あいさつ

２ 議 事

（１）令和６年度鳳来南部地域活動交付金について

（２）鳳来南部地域計画の中期期間見直しについて

３ その他

（１）今後の予定

４ 閉会のあいさつ

鳳来自治振興事務所長

会議内容

開会

１．あいさつ

小林会長あいさつ

２．議事

議事に先立ち、議事録署名人として１８番の原田定充委員と１９番の岩井和幸委員を指名し

た。

（１）令和６年度鳳来南部地域地域活動交付金事業について

事務局より概要を説明した後、質疑応答。

【質疑応答なし】

①募集要件等について

各案件について、全員賛成により下記のとおり決定した。

㋑応募の資格要件

１６歳以上のものが３人以上参加する団体

居住要件の制限は設けない

㋺募集期間及び審査時期

募集期間：令和６年４月１日～５月１０日

審査時期：令和６年６月上旬

㋩交付金の額

上限額：５０万円、交付率：１００％以内

②審査基準について

全員賛成により現行基準を適用することとなった。

（２）鳳来南部地域計画の中期期間における見直しについて

事務局より趣旨を説明した後、質疑応答。

【質疑応答】

（委員）

そもそも地域計画とは何かよく分からない。

（事務局）

年度当初に配布したものを確認して欲しい。

（会長）

地域の目標を書いたもので、４つのまちづくりのテーマを柱に具体的な取り組みを記した

１０カ年の計画。



（委員）

山よし田よし住むによしでは漠然としていて伝わりにくい。

（委員）

キャッチフレーズであり、中には具体的に項目を分けて書いてある。策定から６年経過し、

取り巻く状況も変わってきたので見直すのかどうかということ。

（委員）

地域協議会で策定したのか。

（委員）

策定委員会で作ったものを地域協議会で承認した。

（会長）

見直しの必要があるかを議論して欲しい。

（委員）

まちづくり会議でも、どうして見直さないのかという意見も出ていた。

残すところは残していいが見直しは必要だと思う。

（委員）

地域計画のＰ１４、１５の実施計画の中に行事イベントの見直しがあり、中期に〇が付け

てある。やるべきことがコロナで出来なかったこともあるので、そういったところを見直

したらいい。

（委員）

地域計画を見直していくにあたって、地域協議会とまちづくり会議の関係性がよく分から

ない。

（委員）

まちづくり会議は地域計画を推進する為の組織であるので、見直しについては別で考えて

いく事になる。

多数決により地域計画を見直すことに決定した。

見直しを行う組織について

（会長）

見直しについて地域協議会で検討するのは大変だと思う。

（委員）

策定検討会の時は１３名で検討していた。

（委員）

見直しをしても会議をするだけになってしまうのではないか。今のまちづくり会議はアン

ケートを取るなどしているので、その結果を見てから見直しするかどうかを考えても良い

のではないか。

（会長）

アンケートの進捗はどうなっているか。

（委員）

アンケートは現在集計中。今後は団体に対してアンケートの回答を進めていきたいと思っ

ている。また地域計画の進捗状況の見える化にも取り組みたい。

（委員）

まちづくり会議の負担が大きい様に感じる。また委員交代があるので同じことの繰り返し

になってしまうのではないか。

（委員）

まちづくり会議の委員も地域計画のことをよく分からずにスタートしている。勉強会を実

施して少しずつ理解が進んできた。

（委員）

まちづくりは大きなテーマであり、時間をかけて計画を立てた。５行政区それぞれでまち

づくり会議の委員が説明して実行内容を働きかけてはどうか。

（委員）

それは今やろうとしていること。各団体に働きかけてやれることを実施してもらう。

会長提案により、見直しを実施する団体についてはアンケートの進捗具合を見ながら検討

することとするため、保留となった。



議事終了後、委員より鳳来南部畜産施設立入り調査報告書について説明があった

３．その他

（１）今後の予定

第１０回鳳来南部地域協議会

令和５年１２月１４日（木）１９：３０～

鈴木事務所長のあいさつ後、閉会。

20：30 終了

終了後、山吉田区会にてマックスバリュ東海株式会社より移動販売のアンケート調査につい

て説明があった。


